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研究成果の概要（和文）：本研究は、外国語非言語コミュニケーションの習得と運用について、
複数の目標言語と学習者グループを対象にした調査を行った。その結果：①目標言語文化のジ
ェスチャー（TLG）を学習した経験がない者は 9割を占める。②外国人教師の TLG を理解できな
い者は８割以上。③話し相手がネイテイブスピーカーかどうかによって、TLG の使用の判断は
違う。④学習者の約９割は TLG を学習する必要性が認める。⑤TLG の習得は個人的・社会的な
要因に影響される。⑥聞き手の言語文化背景が複数・不明の場合、学習者が必ずしも TLG を使
うではなく、自ら想定した言語文化背景と関連するジェスチャーを使用する。 
 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate from an SLA perspective how L2 
learners use and acquire L2 nonverbal communication, particularly target language 
gestures (TLG).  Participants were learners of English, Japanese and Chinese.  The 
results indicated that 1) Nearly 90% of the learners had no experience learning TLG in 
the L2 classroom. 2) Over 80% had difficulty comprehending native L2 teachers’ gestures. 
3) Although almost 80% agreed that one should use TLG while interacting with a native 
speaker in the L2, the rate dropped by 18% when the interlocutor was a nonnative speaker.  
4) Nearly 90% felt the need for learning more about TLG and many had their own ways of 
learning it. 5) TLG acquisition is a long, complex process that does not occur easily 
through explicit instruction or self-study, and is further complicated by personal and 
social factors.  6) In the case where multiple listeners are involved or where their L1s 
are non-specifiable, whether the learner adopts TLG may not simply depend on the use of 
L2 but on what is assumed to be the cultural background(s) of the audience. 
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１． 研究開始当初の背景 
（１）Birdwhistell（1970）の研究によると、
対人コミュニケーションにおいてことばに
よるメッセージが３０-３５％程度、残りは
非言語によるメッセージである。さらに 
Mehrabian（1968）は、７％が言語、３８％
が音声の特徴、５５％が顔の表情によると論
じている。これらの統計上の信頼性とは別に、
対人コミュニケーションにおける非言語行
動の役割は一般に考える以上に重要である
と言える。しかも、これらの推計値はいずれ
も同一文化に属する者同士が共通の母国語
で対話しているときのものである。異文化間
コミュニケーションの場合は、同一文化内と
違い、少なくとも、対話者の一方が外国語を
使うか通訳者を通して相手と会話するため、
互いが適切に相手の言語メッセージを理解
することはより難しくなる。このため、非言
語への依頼度が高まるに違いない。しかし、
非言語メッセージはたいてい相手の文化経
験や基準で解釈されてしまうので、誤解を招
くことが多い。 
 
 
（２）筆者（Mok 1999､2002a､2002b）は過
去、数回に渡って計５００名以上の日本人大
学生が英語圏の人々が使用頻度の高い３０
種類のジェスチャーの理解度を調査した。そ
の結果、日本人英語学習者は英語圏の人々が
使用するジェスチャーに対する知識が低い
ことが分かった。しかも、学習者たちが始め
て見たジェスチャーや動作を勝手に違う意
味に解釈する傾向が強かった。一つのジェス
チャーに対して最大３１種ほどの違う意味
に解釈する場合もあった。本研究の課題は、
筆者自らの調査結果から受けた衝撃の思い
を込めて考案したものである。その必要性に
ついて、まず「第二言語習得」の視点から、
もう１つは「異文化教育」も考慮に入れた視
点から述べたい。本研究は、未来へ向けての
外国語非言語コミュニケーション教育の模
索には欠かせないである。今まで、第二言語
習得また外国語教育の分野で言語コミュニ
ケーション、つまり言葉のやり取りにのみ意
識を向けがちであったが、近年非言語コミュ
ニケーションに関する論文の発表が増える
と同時に、非言語の要素を取り組んだ英語教
育関係のテキストが出版され、数はまだ少な

いが、第二言語習得及び外国語教育という分
野で非言語コミュニケーションへの関心が
向け始められる様になった。しかし、多くの
学者ないし教育現場の先生たちが外国語コ
ミュニケーションにおける非言語行動の重
要性及び複雑性についての認識はまだ足り
ない。従って、本研究が行われること及びそ
の研究の成果を第二言語習得関連の学会な
どで発表されることが、非言語コミュニケー
ションへより多くの関心を集めることが期
待される。もう１つは、「異文化教育」とい
う視点から見た本研究の意義である。交通手
段や科学技術などの発達によって、グローバ
リゼーションになり続いている今日、好むと
好まずにかかわらず、個人レベルでも、国家
レベルでも異文化圏の人々との交流する機
会が増えてきた。母語話者に限らず他の非母
語話者とのコミュニケーションの取り方に
ついて広い視野に立った理解や言動が必要
になってくる。対話者相手との人間関係をう
まく作り上げるため、必要な感情や、親しみ、
尊敬の気持ちなどをやりとりするのに非言
語コミュニケーションは大きな役割を果た
しているのである。異文化間対面相互行為に
おける非言語コミュニケーションはどのよ
うなものかを解明することは国際人を育て
るのに重要な一歩である。 
 
 
 
２．研究の目的 

本研究は、第二言語習得の視点より、外国
語非言語コミュニケーションの習得と運用
についていくつかの疑問を解明することを
目標にしている。①学習者たちが外国語非言
語コミュニケーションの使用及び習得に対
して、どのような考えを持っているか。②ど
のような方法で外国語非言語コミュニケー
ションを学習するか。③言語習得と比べて、
共通点および相違点は何か。④学習者たちは
実際にどのような非言語コミュニケーショ
ンを使用するか。具体的に言えば、Selinker
（1972）が提唱する第二言語学習者の中間言
語によく見られる母語転移のような影響が
あるかどうかを調べる。同様に、逆行及び化
石化現象、すなわち発達の後退または停止の
ようなことが外国語非言語コミュニケーシ
ョンを習得する過程でも見られるかどうか



を明らかにする。 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）本研究は複数の目標言語と学習者グル
ープを対象にしたアンケート調査及び短期
的・長期的な観察調査を行うため、18 カ月に
渡って計９回のデータ収集を実施した。初年
度にあたる平成２０年度は、1 回目から５回
目まで実施した。１回目の調査の目的は、英
語・日本語・中国語学習者たち（ｎ＝３８８）
がそれぞれの目標言語のジェスチャーに対
し、どのような態度や考えを持っているかを
明らかにすることであった。２、３回目の調
査は、非言語コミュニケーションの授業を受
ける前と受けた後、日本人の英語学習者たち
（ｎ＝２４)の目標言語の非言語コミュニケ
ーションの運用について比較分析すること
であった。以上３回の調査に加えて、外国語
コミュニケーションにおける非言語コミュ
ニケーションの運用についての変化を調べ
るために、マカオ出身の中国人日本語学習者
（ｎ＝３）を対象にした観察調査を２回行っ
た。いずれも外国語教室における授業を観察
することであった。教師と学生全員の了承を
得た上で授業中の風景をデジタルビデオに
録画した。録画中に学生と学生の間または教
師と学生の間に交わされる非言語コミュニ
ケーションをノートに記録した。４、５回目
の調査の目的は、要するに観察対象となった
３名の学習者の非言語行動が一定の期間内
に変化が現れるかどうかを観察することで
あった。約６カ月に渡って同じ教師が担当す
る日本語教室の授業風景を２回撮影し、詳し
く観察・調査した。 
 
 
（２）研究 2 年目にあたる平成２１年度に、
初年度に引き続き、６回目から９回目までの
調査を実施した。６～７回目の調査は４～５
回目の調査対象となった日本語教室を継続
観察することであり、６か月以内２回に渡っ
て授業風景を撮影し、観察調査を行った。８
回目の調査で学習者たちが教室以外の場で
ネイテイブスピーカーとの自由会話やデイ
スカッションを６～7 回の調査と同じ方法で
観察調査を行った。９回目の調査では、英
語・日本語・中国語学習者たち（ｎ＝８７）
がそれぞれの目標言語でスピーチをする際、
どのようなジェスチャーを使ってスピーチ
を始めたり終えたりするのかについて調べ
た。 
 
 
 
 

４．研究成果 
（１）外国語学習者が外国語ジェスチャーの
使用及び習得に対する意識調査の結果とし
て、まず、外国語の授業で目標言語文化のジ
ェスチャーについて学習したことがない学
習者は全体の約 9 割を占める（図１）、外国
人教師のジェスチャーを理解できない学習
者は８割以上（図２）。次に、学習者が外国
語で会話する際、話し相手がネイテイブスピ
ーカーなら、目標言語文化のジェスチャーを
使用すべきだと考えるのは８割に対し（図
３）、話し相手がネイテイブスピーカーでは
ない場合、同じ考えを持つ学習者が約２割減
少した（図４）。目標言語文化のジェスチャ
ーをいつ、どこで、どうすべきかについて、
学習者の間に意見が分かれている。また、９
割近くの学習者は目標言語文化のジェスチ
ャーについてもっと学習する必要があると
いう意見である（図５）。最後に、学習者た
ちがどのように目標言語文化のジェスチャ
ーを学習していくかについて、大きく分けて
６つの学習方法が使われている。（図６）。 
 
 
（２）一方、外国から来日した３名の交換留
学生を１年間かけて調査した結果、目標言語
文化のジェスチャーの習得はかなり長いプ
ロセスであり、授業で簡単に習得できるもの
ではなく、個人的及び社会的なファクターに
大きく影響されることが判明された。さらに、
ネイテイブスピーカーと会話またはデイス
カッションする際、外国語学習者たちが外国
語を話しながら自発的ジェスチャーも自文
化のエンブレムも多く使用することも明ら
かになった。最後に、スピーチコンテストや
口頭発表会のような聞き手が多く、言語文化
背景が複数でまたは特定できない場合、スピ
ーチの始めと終わりに、人によって使用され
たジェスチャーが異なったが、データを総合
的に分析した結果、学習者たちが単純に目標
言語だけに合わせてジェスチャーを決める
ではなく、自ら想定したオーデイエンスの言
語文化背景とに合わせて決めると推測でき
る。 
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